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論 文 の 要 旨 
 
 主に第二次世界大戦後に先進資本主義諸国で確立された福祉国家は、近年、経済成長の停滞やグローバル化




 本論文は全体で次の 10章から構成されている。 
 序章 
 第 1章 分析枠組 
 第 2章 イギリスの福祉国家をめぐる不確実状況：「社会的排除」問題の出現 
 第 3章 イギリスの福祉国家に関する規範的理念：アイディア正当化の論拠としての「就労中心性」  
 第 4章 「社会的包摂」のアイディア生成過程 
 第 5章 「社会的包摂」としての雇用政策 
 第 6章 「社会的包摂」としての地域政策(1)：実施体制の構成・設計・管理 
 第 7章 「社会的包摂」としての地域政策(2)：ハリンゲイ、テームサイド、タワーハムレッツにお   
     ける近隣地域再生政策の取り組み 














































審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 本論文は、現代政治分析・比較政治学の分野における主要な学術的論点の一つである「再編期の福祉政治」






























 平成 31年 1月 15日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員会全員一致で
合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（政治学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
